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尿 路 感 染 症 に 対 す るBMY-28100の 使 用 経 験
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非エ ステ ル型 の新 しいセ フェム系抗生物 質であ るBMY-28100を19例 の尿 路感染症患者 に1日 量

500～1500mgで4～7日 間経 口投 与 し,そ の臨床的有効性 と安 全性 に検討 を加 えた。UTI薬 効評価基

準 による判定 を行 った急性単純性UTI2例 での総合臨床 効果 は,著 効2例 で有効率 は100%で あ り,

複雑性UTI11例 で は,著 効1例,有 効4例 で有効率 は45%で あった。 自他覚 的副作用 はなか ったが,

臨床検査値では1例 において異常 を認め たもののいずれ も軽度であ った。
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BMY-28100は ブ リス トル ・マ イヤー ズ研究所株式会

社で合成 された非エ ステ ル型のセ フェム系抗生物 質で,

Fig.1の 構造 式 をもつ経 口剤 である。本剤 はグラム陽性

およびグラム陰性菌 に対 し幅広い抗菌スペ ク トラムを有

してい ることが特徴で ある日)。 今 回,わ れわれは尿路

感染症19例 に本 剤 を使用 し,そ の有 効性 と安 全性 に検

討 を加えたので報告す る。

1.対 象 と方法

1.対 象

昭和62年7月 ～昭和62年9月 までの期 間に,広 島大

学医学部泌尿器科お よび中電病 院泌尿器科 で治療 した尿

路感染症(UTI)患 者19例 を対 象 とした。疾患の内訳は,

急性単純性UTI4例(膀 胱 炎3例,腎 孟 腎炎1例),複

雑性UTI15例(膀 胱 炎12例,腎 孟腎炎3例)で あ った。

複雑性UTIの 基礎疾患 は前 立腺 肥大症8例,腎 結石3例.
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Fig. 1. Chemical structure of BMY-28100.

前立腺癌3例,神 経 因性膀胱1例 であ った。性 別では男

性14例,女 性5例 で,年 齢 構成 は19歳 ～83歳(平 均

63.2歳)で あ った。

2,投 与量,投 与期間

投与方 法は,BMY-28100を1回250mg～500mg,1

日2～3回,4～7日 間経 口投与 した。

3.効 果判定

効果 判定は,UTI薬 効評価基 準5)に準 じて行 った。 な

お,主 治医判定 は,投 与期間にかかわ らず投薬終了後 に

判定 した。

II.成 績

1.急 性単純性UTI

急性 単純性UTI4例(Table1)の うちUTI薬 効 評価基

準 に合致 し,3日 間投与後の判定が行いえた2例 は急性

単純性膀胱 炎で,い ず れも自覚症状 消失,膿 尿正常化,

細菌尿 陰性化 を得,総 合臨床効果 は2例 とも著効で有効

率は100%で あった(Table2)。 細菌学的効果では,分 離

菌 は いず れ もEschenchia coliで 除 菌率 は100%で あ り

(Table3),投 与 後出現 菌 は認 め なかった。 なお,UTI

薬効評価基準に合致 しなかった2例 の主治医判定は,有

効2例 であ った。

2.複 雑性UTI

複雑性UTI15例(Table4)の うち,UTI薬 効評価基準

に合 致 し,5日 間投 与後の判 定が行 いえた11例 に対 す

る効果 をTable5に 示 した。 膿尿 に対す る効 果 は正常 化

3例,改 善1例,不 変7例 で,細 菌尿に対する効果は陰
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Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with BMY-28100

AUC: acute uncomplicated cystitis

AUP: acute uncomplicated pyelonephritis

*

before treatment/after treatment

E. coli.#: lactose resolution (-), lysine decarboxylase (+)

E. coli##: lactose resolution (+), lysine decarboxylase(-)
**

UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee YLO: yeast-like organism
Dr.: Doctor's evaluation

Table 2. Overall clinical efficacy of BMY-28100 in acute uncomplicated UTI

Table 3. Bacteriological response to BMY-28100 in acute uncomplicated UTI

*

regardless of bacterial count
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Table 4-1. Clinical summary of complicated UTI patients treated with BMY-28100

CCC: chronic complicated cystitis * before treatment/after treatment
NVD: neurogenic bladder ** UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee
BPH: benign prostatic hypertrophy Dr.: Doctor's evaluation
YLO: yeast-like organism
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Table 4-2. Clinical summary of complicated UTI patients treated with BMY-28100

CCC: chronic complicated cystitis* before treatment/after treatment

CCP: chronic complicated pyelonephritis " UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee

BPH: benign prostatic hypertrophyDr.: Doctor's evaluation

Table 5. Overall clinical efficacy of BMY-28100 in complicated UTI
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性化3例,減 少2例,菌 交代1例,不 変5例 であ り,総

合臨床効果 は著効1例(9%),有 効4例(36%)で 有効率

は45%で あ った。疾患 病態群 別有効率 をみ る と,単 独

菌感染例で43%,複 数菌感 染例で50%の 成績 であ った

(Table6)。 細菌学 的効果で は,9菌 種16株 中9株 が消

失 し除菌率 は56%で あ り(Table7),投 与後 出現 菌 とし

てPseudomonas aemginosa1株 認 め られた。なお,UTI薬

効評価基準に合致 しなかった4例 の主治医判定 は著効2

例,不 明2例 であ った。

3.副 作用

本剤投与 に基づ く自他覚 的副作用 はなかったが,臨 床

検査値では,1例 に軽度 貧血,白 血球減少 を認めた。

III.考 案

今 回,我 々はBMY-28100の 尿 路感染症 に対す る有用

性 と安全性 について検討 を加 えた。

臨床効果 を見る とUTI薬 効 評価基準に よる総合有効率

は,急 性単純性UTIで は100%で 良好 な成績 であ ったが,

複 雑 性UTIで は45%で あ り,比 較 的低 い値 と な っ た。

急 性 単 純 性UTIは わず か2例 で あ るが,結 果 的 に は起

炎 菌 が い ず れ もE.coliで 本 剤 高感 受 性 菌 で あ っ た こ とが

有 効 率 の 良好 な原 因 と思 わ れ た 。 除 菌率 もin vitroの 成 績

を反 映 して100%で あ っ た。

複 雑 性UTIの 細 菌 学 的効 果 に つ い て 見 る と,E.coli,

Klebsiella pnemoniae, Proteus mirabilisの 除 菌 率 は そ れ

ぞ れ67%,100%,100%と 良 好 で あ っ た が,Serratia

marcescens,P.aeruginoaの 除 菌 率 は0%と 悪 く,全 体

で も56%の 除 菌 率 で あ っ た。 本 剤 の 無 効 例 を見 る と起

炎 菌 がS.marcescens,P.aemginosａ をは じめ とす る 本剤

のMICが100μg/ml以 上 を示 す 耐 性 菌 で あ り,こ こで も

in vitroの 成 績 を反 映 した結 果 で あ った 。 す な わ ち,複 雑

性UTIに お い て は本 剤 に高 い感 受 性 を有 す るE.coli,K.

pneumoniae,P.mirabilisな ど の 菌 種 の 分 離 率 が 低 く,

結 果 的 に本 剤適 応 外 の 疾 患 が 多 か った こ とが有 効 率 に影

響 を与 え た と考 え られ た。

Table 6. Overall clinical efficacy of BMY-28100 classified by the type of infection

Table 7. Bacteriological response to BMY-28100 in complicated UTI

*

regardless of bacterial count
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副作用 について は臨床検査値上,1例 に末梢血中血球

指標 の軽度の低下 を認めたが,い ず れの症例 において も

自他覚的 には異常な く,忌 むべ きもので はなか った。

以上 を総合 して本剤 を評価す ると,内 服薬であるこ と

を考慮 にいれれば急性単純性UTIに 対 しては特 に有効 で,

複雑性UTIに 対 して も起炎菌 を考慮 して用 いれば十分有

用な薬剤 と考 えられた。
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BMY-28100 IN URINARY TRACT INFECTION

KENJI  NISHIMOTO, SEIJI FUJIWARA, TSUGUO IWASA, KAZUSHI SEO, M1K10 IGAWA and TSUGURU USUI
Department of Urology(Director: Prof. T. Ustri), Hiroshima University , School of Medicine,

1-2-3 Kasumi, Minami-ku, Hiroshima 734, Japan

TAUI KITANO

Department of Urology (Chief: T. KITANO), Chuden Hospital

We evaluated the clinical efficacy and safety of BMY-28100, a new non-esterized cephalosporin , in cases of urinary tract
infection (UTI). BMY-28100 was administered orally at a daily dose of 500-1500mg to 19 patients for 4-7days . According
to the criteria proposed by the Japanese UTI Committee, the overall clinical efficacy rate was 100% (2/2) in acute

uncomplicated UTI and 45% (5/11) in complicated UTI. There were no side effects in any cases . As for abnormal laboratory
findings, a slight decrease of WBC, RBC, Ht and Hb were observed in one case .


